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新虎通り

本橋T-DECKは、東京都虎ノ門に位置する複数の建物をつなぐ、歩行者デッキネットワークの一役を担います





T-DECKは、橋長約35m、国道１号線を跨ぐ、この再開発のシンボルとなる橋



通路としての機能のみならず、緑地広場の機能をも兼ね備える幅員約20mの橋



虎ノ門エリアの交通結節点のゲートとして、また都市的スケールのコンセプトを体現するために建物内外をつなぐ、ひとつな
がりのデザインとする方針









構造＝意匠としたことで、主桁は支間中央部1.7m、支点部で1.2mに桁高を抑えることができ、
桁下空間へと光を導き、桁裏に光が回り込むことで、明るく魅力的な桁下空間を実現





製作は、大島造船所の協力のもと、宇部興産機械で実施





工場では、仮設架台や治具を用いながら、３次元的に変化する部材を組み立て、溶接による変形も抑える



溶接後、稜線をグラインダーで削り出す作業を３か月以上かけて丁寧に実施



総仮組を行って精度確認を行った上で、現地へと運搬



現地架設は、北九州の松田建設工業が担当



供用中の国道上に架ける橋のため、仮設構台上での現地施工



場所毎に全て異なる３次元の治具を用意し、現地溶接に向けた組み立ての再現性を高める



各ブロックの溶接にあたっては、光波計測を用いて、溶接キャンバーの確認、ブロック位置の微調整を継続的に実施



溶接ひずみが集中しないよう、中央から端部に向け、徐々に開先部を調整
エレクションピース、ジャッキ等も駆使しながら現場溶接を行う



溶接による部材の反りで継手部の目違いや稜線のズレなどが起こらないように高い精度で現地施工



面違いや稜線のぶれもなく、塗装も含めて、極めて丁寧に施工が行われたことで、唯一無二の橋が出来上がる
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